
支援者の思い／
　若者のニーズ

参加お申込みは
ホームページから！

主催・お問い合わせ
第12回全国若者・ひきこもり協同実践交流会実行委員会
ホームページ http://www.jycforum.org/
TEL 070-1251-4394／FAX 03-3784-5609／e-mail tky.wakamono@gmail.com
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　ひきこもりをはじめとする若者支援に関わる個人や団体が、交
流と学びあいを通して実践力とネットワークを育んでいくために、
全国各地で実践交流会が開催されてきました。
　今回は東京での開催となります。8 つのカテゴリーをおき、14
のテーマ別分科会を設けて準備しています。それぞれのテーマご
とに 2日間にわたって実践報告や議論を展開し、深めていきます。
また、カテゴリーごとに全体会や基調講演などを企画しています。

カテゴリー A
分科会 １・２

全国若者・ひきこもり
協同実践交流会 in 東京

第
12
回

　若者支援の現場においても「居場所」は支援形態の一つとして
定着してきたように見えます。しかしこの言葉に込められた期待
や理念も、その思いによってつくりあげられてきた実践の内実も、
あまりに様々です。こうした多様性こそが「居場所」実践のひろ
がりを支えている一方で、誤解やすれ違いが引き起こされたり、
課題の共有が進まなかったりといった問題も生まれています。そ
こでカテゴリーＡでは、「立場性と期待（分科会１）」「理念と現
実的課題（分科会２）」という切り口をもとに、「居場所」の多様
性について対話を深めたいと思います。

居場所で
　出会うジレンマ

詳細は裏面へ

3/4㊏・5㊐
参加費　3,000円
学生・若者　1,000円

多
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1日目
セッションⅠ　
実践報告
裏面参照してください。

16：0０ー１8：00

セッションⅡ　
ワークショップ
＊居場所づくりへの思いと当事者の期待、　
それぞれの立場を超えた対話から探ります。

9：3０ー 11：30 セッションⅡ　
ワークショップ
＊「こうできたらいいな」と「実際はこんな状況…」
の両方をだしあって、ギャップを埋めるための
知恵を探ります。

9：3０ー 11：30

セッションⅢ　
パネルトーク
＊居場所に関わるすべての人たち
の願いや希望を共有します。

12：3０ー１4：30 セッションⅢ　
パネルトーク
＊居場所の「いま」と「これから」をつなげていく
ためにできることを考えていきます。

12：3０ー１4：30

1日目

2日目 2日目

セッションⅠ　
実践報告
裏面参照してください。

16：0０ー１8：00



〒154-8525　東京都世田谷区駒沢 1-23-1
東急田園都市線「駒沢大学駅駒沢公園口」より
徒歩約 10分
「駒沢大学」駅まで「渋谷」駅より約 7分
正門からお入りください
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください

会場

駒澤大学 駒沢キャンパス
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実践報告
入山 頌 国立市公民館・コーヒーハウス／東京

長谷川 知広 NPO法人ビッグイシュー基金／東京

割田 大悟 ひきこもり当事者グループ「ひき桜」
in 横浜／神奈川

朝日 華子 NPO法人茨城居場所研究会／茨城

清水 方人 公益財団法人京都市ユースサービス
協会／京都

森下 徹 NPO法人グローバル・シップス
こうべ（愛称 NOAH/ ノア）／兵庫

実践報告

阿比留 久美
井口 啓太郎

コーディネ―タ―

井利 由利
東京大学御旅屋 達

コーディネ―タ―

公益社団法人青少年健康センター
（茗荷谷クラブ）／東京

国立市公民館／東京
早稲田大学

野中 康寛
コメンテーター
原 未来

コメンテーター
滋賀県立大学 社会福祉法人一麦会 麦の郷／和歌山

駒沢大学駅

駒沢公園

駒沢交差点

駒澤大学
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由
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　若者支援に携わる人々が「居場所」について「このような
場をつくりたい」と考えているのと同じように、「このよう
な場がほしい」という若者たちによる「居場所」へのニーズ
も存在しています。多様な人々が参加する「居場所」におい
てはそれへの「期待」もまた多様なものとなります。そして
それは、時に葛藤を呼び起こしたり、時に新しい実践が生み
出されるきっかけになったりするのかもしれません。
　この分科会では「居場所」を構成する両者、すなわち支援
者と若者、による「居場所」への「期待」について考えるこ
とを通して、「居場所」がいかなる場であることを求められ
ており、そうした期待に対していかなる場でありうるのか考
えていきます。

　思いをもって立ち上げられた「居場所」は、日常的なかか
わりを丁寧に編むことで、築かれていくものですが、支援者
は日々の運営や目の前の課題に忙殺されることもしばしばで
す。しかし、目の前の課題（現実）に追われていると、自分
たちがめざしている理念や思いの実現（未来）に向けて、日々
の運営や対応ができているのか疑問を感じることもあるので
はないでしょうか。しかし、未来に向けた活動を日々積み重
ねているという実感がもてないと、日々の活動にやりがいや
みとおしを感じづらくなり、負担感や徒労感を感じることも
でてきます。
　そこで、この分科会では、現実的課題と未来に向けた理念
とのつながりをさぐり、どのようにして理念の実現を意識し
た日々のかかわりを紡いでいけるか、ともに考えたいと思い
ます。


